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「明治のナイチンゲール」 「明治のナイチンゲール」 大大
お お ぜ き ち かお お ぜ き ち か

関和関和をたどるをたどる 問黒羽芭蕉の館　黒羽芭蕉の館　 ０２８７０２８７‒‒５４５４‒‒４１５１４１５１

第１回第１回　大関和とは　大関和とは　－時代背景と人物紹介－　－時代背景と人物紹介－

桜井女学校時代の大関和桜井女学校時代の大関和
前列右から2番目(知命堂病院提供)前列右から2番目(知命堂病院提供)

　本市出身の本市出身の大大
おおぜきちかおおぜきちか

関和関和をモチーフにした NHK 連続テレビ小説「風、薫る」をモチーフにした NHK 連続テレビ小説「風、薫る」
が、令和8年 (2026) 春から放送予定となっています。それに先駆け本紙が、令和8年 (2026) 春から放送予定となっています。それに先駆け本紙
では、和の人物像や事績、ゆかりの地などを、隔月で全6回に分けて紹介では、和の人物像や事績、ゆかりの地などを、隔月で全6回に分けて紹介
していきます。していきます。
　後にわが国看護界の先駆者となる大関和(1858-1932)は、安政5年　後にわが国看護界の先駆者となる大関和(1858-1932)は、安政5年
(1858)4月11日、黒羽藩の重臣で(1858)4月11日、黒羽藩の重臣で石石

こくだかこくだか

高高200石の大関200石の大関弾弾
だ ん え も ん ま す と らだ ん え も ん ま す と ら

右衛門増虎右衛門増虎・テ・テ
ツ夫妻の次女として、黒羽田町に生まれました。当時の黒羽藩では、ツ夫妻の次女として、黒羽田町に生まれました。当時の黒羽藩では、
文久元年(1861)に15代藩主に就任した大関文久元年(1861)に15代藩主に就任した大関増増

ますひろますひろ

裕裕の指導により、軍制改革を中核とした藩政改革が推進されての指導により、軍制改革を中核とした藩政改革が推進されて
いました。そうした中で父増虎は、元治元年(1864)2月7日、家老に就任しています。増虎は、硫黄の採掘のいました。そうした中で父増虎は、元治元年(1864)2月7日、家老に就任しています。増虎は、硫黄の採掘の
陣頭指揮にあたるなど、鉱山業務を中心として活躍しましたが、慶応3年(1867)12月9日の増裕の急死後、同陣頭指揮にあたるなど、鉱山業務を中心として活躍しましたが、慶応3年(1867)12月9日の増裕の急死後、同
4年8月に辞職しました。それでも増虎は、明治2年(1869)3月の黒羽藩の藩制改革によって4年8月に辞職しました。それでも増虎は、明治2年(1869)3月の黒羽藩の藩制改革によって家家

い え ち じい え ち じ

知事知事となり、同となり、同
3年7月には白川県3年7月には白川県大大

だいぞくだいぞく

属属に任命されて、当地の勧業に寄与するところとなりました。に任命されて、当地の勧業に寄与するところとなりました。
　明治9年5月27日、増虎は50歳で死去しますが、この年、和は　明治9年5月27日、増虎は50歳で死去しますが、この年、和は渡渡

わたなべとよつなわたなべとよつな

辺豊綱辺豊綱(1838-1925)と結婚しています。渡(1838-1925)と結婚しています。渡
辺家は石高200石の家柄で、豊綱は辺家は石高200石の家柄で、豊綱は物物

ものがしらものがしら

頭頭・砲術教示方という役職にあり、後には陸軍少尉となっています。・砲術教示方という役職にあり、後には陸軍少尉となっています。
和は明治10年に長男六郎を、同13年に長女シンを産んでいますが、豊綱とは離婚となりました。和は明治10年に長男六郎を、同13年に長女シンを産んでいますが、豊綱とは離婚となりました。
　和は明治14年に上京、同20年1月、桜井女学校附属看護婦養成所に入学し、その第一期生の一人となりま　和は明治14年に上京、同20年1月、桜井女学校附属看護婦養成所に入学し、その第一期生の一人となりま
した。翌年10月に看護婦養成所を卒業した和は、帝国大学医科大学附属第一医院(現東京大学医学部附属病した。翌年10月に看護婦養成所を卒業した和は、帝国大学医科大学附属第一医院(現東京大学医学部附属病
院)の外科の看病婦取締となったことを皮切りに、新潟県の高田女学校に舎監として赴任したり、東京看護婦院)の外科の看病婦取締となったことを皮切りに、新潟県の高田女学校に舎監として赴任したり、東京看護婦
会講習所講師となったりしています。その後も、自身の著書『派出看護婦心得』や『実地看護法』が刊行と会講習所講師となったりしています。その後も、自身の著書『派出看護婦心得』や『実地看護法』が刊行と
なり、明治34年には東京看護婦会会頭に就任しています。さらに、明治42年11月には大関看護婦会を設立し、なり、明治34年には東京看護婦会会頭に就任しています。さらに、明治42年11月には大関看護婦会を設立し、
大関看護婦講習所を開所して、後進の育成と派出業務を通した実践活動に専念しており、同44年には大日本大関看護婦講習所を開所して、後進の育成と派出業務を通した実践活動に専念しており、同44年には大日本
看護婦協会東京組合長に就任となり、現在では「明治のナイチンゲール」と呼ばれています。看護婦協会東京組合長に就任となり、現在では「明治のナイチンゲール」と呼ばれています。

4/6
春の交通安全県民総ぐるみ運動祈願祭

　4 月 6 日から 15 日までの 10 日間、春の交通安
全県民総ぐるみ運動が実施されました。
　初日 4 月 6 日に大田原交通安全協会親園支部
主催の交通安全祈願祭が行われ、早朝から親園
交差点において大田原市長、大田原警察署長、大
田原交通安全協会長および親園地区内各自治会
長を始め関係機関の方々など大勢の方が出席し、
交通安全祈願を行いました。　
　交通安全祈願が皆さまにも届きますよう、こ
れからも安全運転をよろしくお願いします。

交通事故ゼロを目指して 10/284/10

　市が取り組んでいる「ありがとう運動」の一環
として、市内全小学校の 1 年生を対象に入学記
念の「ありがとう鉛筆」を贈りました。今年度は、
市内代表として薄葉小学校において贈呈式が行
われました。
　相馬 市長から直接記念品を手渡された 1 年生
は、笑顔で「ありがとうございます」とお礼を
言いました。この運動が、お子さまを通して家
庭や地域にまで広がり、多くの人に笑顔と幸せ
が広がることを願っています。

ありがとう鉛筆の贈呈
ありがとう   きょうはなんかい    いえたかな
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